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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年4月12日(2018.4.12)

【公開番号】特開2016-163156(P2016-163156A)
【公開日】平成28年9月5日(2016.9.5)
【年通号数】公開・登録公報2016-053
【出願番号】特願2015-39318(P2015-39318)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｌ  25/02     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/378    (2011.01)
   Ｈ０４Ｌ  25/40     (2006.01)
   Ｈ０３Ｋ  23/00     (2006.01)
   Ｈ０３Ｋ  21/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｌ   25/02     　　　Ｊ
   Ｈ０４Ｎ    5/335    ７８０　
   Ｈ０４Ｌ   25/40     　　　Ｚ
   Ｈ０３Ｋ   23/00     　　　Ｅ
   Ｈ０３Ｋ   21/12     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年2月27日(2018.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１信号を出力する第１出力端子および前記第１信号より周期が小さい第２信号を出力
する第２出力端子を有する生成回路と、
　第１入力端子および第３出力端子を有する第１デコーダと、
　第２入力端子、第３入力端子および第４出力端子を有する第２デコーダと、
　前記生成回路の前記第１出力端子に電気的に接続された第１伝送線および前記生成回路
の前記第２出力端子に電気的に接続された第２伝送線を含む伝送路と、を備え、
　前記第１信号は、基準クロックの立ち上がりエッジおよび立ち下がりエッジの一方であ
る第１エッジに同期し、前記第２信号は、前記基準クロックの立ち上がりエッジおよび立
ち下がりエッジの他方である第２エッジに同期し、
　前記第１デコーダの前記第１入力端子は、前記第１伝送線に電気的に接続され、
　前記第１デコーダの前記第３出力端子は、前記第２デコーダの前記第２入力端子への信
号の入力を制御し、
　前記第２デコーダの前記第３入力端子は、前記第２伝送線に電気的に接続され、
　前記第２デコーダは、前記第２入力端子および前記第３入力端子に入力される信号に従
って、デコードされた信号を第４出力端子から出力する、
　ことを特徴とする電子回路。
【請求項２】
　前記生成回路は、前記第１信号を含む第１信号群および前記第２信号を含む第２信号群
を生成し、
　前記第１信号群は、前記第１エッジに同期し、前記第２信号群は、前記第２エッジに同
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期し、
　前記伝送路は、前記第１伝送線を含む複数の第１信号線および前記第２伝送線を含む複
数の第２信号線を含み、
　前記複数の第１信号線は、前記第１信号群のうち対応する第１信号を伝送し、前記複数
の第２信号線は、前記第２信号群のうち対応する第２信号を伝送し、
　前記複数の第１伝送線と前記複数の第２伝送線とは交互に配置されている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の電子回路。
【請求項３】
　前記伝送路を介して送られてくる前記第１信号群および前記第２信号群を前記第１エッ
ジおよび前記第２エッジの一方にのみ同期するように同期化する同期化回路を更に備える
、
　ことを特徴とする請求項２に記載の電子回路。
【請求項４】
　前記生成回路は、前記基準クロックに従って動作して複数ビットの信号を生成する論理
回路と、前記論理回路から出力される前記複数ビットの信号に従って前記第１信号群およ
び前記第２信号群を生成するタイミング調整回路とを含む、
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載の電子回路。
【請求項５】
　前記タイミング調整回路は、前記第１エッジに従って同期化を行うことによって前記第
１信号群を生成する複数の第１フリップフロップと、前記第２エッジに従って同期化を行
うことによって前記第２信号群を生成する複数の第２フリップフロップとを含み、
　前記複数の第１フリップフロップに前記第１エッジを提供する信号線と、前記複数の第
２フリップフロップに前記第２エッジを提供する信号線とが互いに交差してない、
　ことを特徴とする請求項４に記載の電子回路。
【請求項６】
　前記論理回路は、前記基準クロックに従ってカウント動作を行うカウンタを含む、
　ことを特徴とする請求項４又は５に記載の電子回路。
【請求項７】
　前記カウンタは、バイナリカウンタである、
　ことを特徴とする請求項６に記載の電子回路。
【請求項８】
　前記カウンタは、グレイコードカウンタである、
　ことを特徴とする請求項６に記載の電子回路。
【請求項９】
　前記カウンタは、カウント値をリセットする機能およびカウント値をセットする機能の
少なくとも一方を有することを特徴とする請求項８に記載の電子回路。
【請求項１０】
　複数の画素を有する画素アレイと、
　前記画素アレイからの信号をＡ／Ｄ変換するＡ／Ｄ変換器と、を更に備え、
　前記カウンタによるカウント値が前記Ａ／Ｄ変換器に供給される、
　ことを特徴とする請求項６乃至９のいずれか１項に記載の電子回路。
【請求項１１】
　複数の画素を有する画素アレイと、
　前記画素アレイにおける画素を選択するための選択回路を更に備え、
　前記第１信号群および前記第２信号群は、前記伝送路を介して前記選択回路に供給され
る、
　ことを特徴とする請求項６乃至９のいずれか１項に記載の電子回路。
【請求項１２】
　前記第１デコーダの前記第３出力端子は、同期回路を介して前記第２デコーダの前記第
２入力端子に接続されている、
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　ことを特徴とする請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の電子回路。
【請求項１３】
　前記同期回路は、前記第１デコーダの前記第３出力端子から出力される信号を前記基準
クロックに同期させた信号を前記第２デコーダの前記第２入力端子に出力する、
　ことを特徴とする請求項１２に記載の電子回路。
【請求項１４】
　前記同期回路は、前記第１デコーダの前記第３出力端子から出力される信号を前記基準
クロックの前記第２エッジに同期させた信号を前記第２デコーダの前記第２入力端子に出
力する、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の電子回路。
【請求項１５】
　請求項１０又は１１に記載の電子回路を固体撮像装置として備えることを特徴とするカ
メラ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の１つの側面は、電子回路に係り、前記電子回路は、第１信号を出力する第１出
力端子および前記第１信号より周期が小さい第２信号を出力する第２出力端子を有する生
成回路と、第１入力端子および第３出力端子を有する第１デコーダと、第２入力端子、第
３入力端子 および第４出力端子を有する第２デコーダと、前記生成回路の前記第１出力
端子に電気的に接続された第１伝送線および前記生成回路の前記第２出力端子に電気的に
接続された第２伝送線を含む伝送路と、を備え、前記第１信号は、基準クロックの立ち上
がりエッジおよび立ち下がりエッジの一方である第１エッジに同期し、前記第２信号は、
前記基準クロックの立ち上がりエッジおよび立ち下がりエッジの他方である第２エッジに
同期し、前記第１デコーダの前記第１入力端子は、前記第１伝送線に電気的に接続され、
前記第１デコーダの前記第３出力端子は、前記第２デコーダの前記第２入力端子への信号
の入力を制御し、前記第２デコーダの前記第３入力端子は、前記第２伝送線に電気的に接
続され、前記第２デコーダは、前記第２入力端子および前記第３入力端子に入力される信
号に従って、デコードされた信号を第４出力端子から出力する。


	header
	written-amendment

